
石
押

長
田
南

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
小
松
市
長
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
五
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
小
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
宮
下
幸
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
田
南
遺
跡
は
、
小
松
市
街
の
北
部
に
位
置
し
、
東
に
梯
川
の
支
流
の
人
丁

川
が
あ
り
、
西
に
は
Ｊ
Ｒ
北
陸
線
が
通
っ
て
い
る
。
調
査
は
地
区
体
育
館
建
設

に
先
立
ち
行
な
わ
れ
、
工
事
計

画
に
従
い
四
つ
の
調
査
地
区
を

設
定
し
、
二
四
三
七
〆
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、
す
べ
て
鎌
倉
時
代
後
期
で
あ
り
、　
三
二
世
紀
後
半
か

ら

一
四
世
紀
前
半
の
年
代
で
あ
る
。
遺
構
と
し
て
、
井
戸
六
基
、
掘
立
柱
建
物

五
棟
以
上
、
溝
多
数
、
小
型
土
坑
九
基
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
木
簡
は

一
点
で
、

西
南
の
調
査
区
内
の
板
材
を
組
み
合
わ
せ
た
枠
を
も
つ
井
戸
の
掘
形
の
北
壁
に

接
し
て
出
土
し
た
。
箸
状
木
製
品
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
井
戸
の
祭
祀

に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、
中
世
土
師
器
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
他
、
北
側
の
調
査
区
で
は
、
溝
で
区
画
さ
れ
た
中
に
北
東
に
丼
戸
を
伴
う

掘
立
柱
建
物
が
あ
り
、
そ
の
井
戸
に
は
曲
物
の
枠
が

一
段
残
っ
て
い
た
。
こ
の

井
戸
跡
の
掘
形
の
南
壁
中
段
に
は
、
柄
が
抜
か
れ
た
柄
杓

（曲
物
）
と
こ
れ
の

蓋
と
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
曲
物
の
底
板
、
本
製
品
の
柄
が
つ
い
た
鉄

製
錐
を
中
に
納
め
た
掘
り
込
み
が
見
つ
か
り
、
や
は
り
井
戸
祭
祀
の

一
例
と
考

え
ら
れ
る
。

遺
物
と
し
て
、
包
含
層
、
溝
、
井
戸
か
ら
出
土
し
た
舶
載
や
国
産
の
陶
磁
器
、

(小  松 )

d=1/4



1996年出上の木簡

砥
石
な
ど
が
あ
る
。
木
器
で
は
、
木
簡
の
ほ
か
に
丼
戸
枠
に
用
い
ら
れ
て
い
た

曲
物
や
板
材
、
曲
物
の
杓

・
箸
状
木
製
品

・
漆
椀
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容〔急
々
如
律
令
己

ω

　

「
＜

（符
篠
）
□
□
□
□
□
□
□
」

石
川

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
金
石
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
九
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
久
保
有
希
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期

・
古
墳
時
代
前
期

・
飛
鳥
時
代

・
奈
良
時

代
１
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

金
石
本
町
遺
跡
は
金
沢
市
内
を
流
れ
る
犀
川
右
岸
の
河
日
付
近
に
あ
り
、
自

然
湧
水
や
水
逗
に
恵
ま
れ
た
場

所
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
、

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

・
金
沢
市
教
育
委
員
会
に

よ
っ
て
、
計
八
回
発
掘
調
査
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
奈
良

・
平

力

渡
時
代
を
中
心
と
し
た
遺
跡
で
、

金

一二
間
×
九
間
の
大
型
掘
立
柱
建

く

物
や
倉
庫
群
、
河
道
跡
な
ど
が

ヽ
あ
ｏ
×
伽
伽
×
枷
　
ｏ
∞
∞

一
部
を
欠
損
す
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
完
形
品
で
あ
る
。
符
篠
部
分
は
冒
頭
に

一

人
星
ま
た
は

一
人
榊
の
模
様
を
描
く
。
木
簡
の
釈
読
は
水
野
正
好
氏
に
よ
る
。

（宮
下
幸
夫
）

金な
石堪
本児
町葛
遺
跡




